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鮮儒学史 ･思想史上重要なこの人物とその著作 ･学派 ･関連文献について,詳密な考察を行い多くの創見
を操示した本論文は貴重であり,特にそれが日本の大学に提出されたことは,従来の日本における朝鮮儒
学史研究の対象が,李操 ･李珂 (栗谷)等に偏していたことによる欠落を補うものとして,有意義である｡
2.本論文は,『南冥集』の各種坂本や,『学記類編』『山海師友淵源録』の成立 ･刊行につき,一次資
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料を駆使しつつ精細な考証を加えている｡ 著者自身が発見した新資料 (『孤壷日録』,甲辰本の一部,『学
記類編』初刊本,沙隠本,『晋州郷案』その他)による立論もしばしば見られる｡これらは,著者の研究
能力をよく証するものであり,かつ,優れた学問的貢献をなすものであると評価し得る｡
3.著者が,南冥学派の推移,特に,この学派が,李朝史上顕著な現象である官僚の党争とそれによる
政情の変動のもとで被った影響,退渓学派との交渉とそれに吸収されるに至るまでの経緯を,具体的に跡
づけていることは,本論文が,単なる書誌的調査に止まらず,学術 ･思想の背後の歴史的状況を明らかに
しようとする観点に立っていることを,よく示すものである｡
4.日本における従来の朝鮮儒学史研究が,李混 ･奇大升 (高峯)･李珂に代表される四端七情理気論
争のごとき,栄子学の理論が朝鮮においていかに解釈されたかという問題に傾斜していたのに対し,本論
文は,儒学を社会的現象として考察しており,たとえば郷案 (在地士族の名簿)が地域官僚社会において
持つ意味にも論及している｡ これも,従来の朝鮮儒学史研究の欠を補う特色といえる｡
本論文には,問題点というべきものもいくつか存する｡
本論文では,南冥学派をめぐる政治的状況の追究に重点が置かれ,ために,地域的政治史の色彩が濃厚
となった反面,思想史的考察,すなわち,曹植の思想自体の分析と,南冥学派の展開 ･衰退の思想史的意
義の解明が,やや手薄となったことは否めない｡それに関連して,曹植の学問 ･思想について著者の用い
る,｢実学｣｢社会的実践｣なる表現は,十分な説得力に欠ける｡前者については,この概念の精密な規定
に立ちつつ,李償 (星湖)らの実学思想との実質的関連を考えることが必要であろうし,後者については,
曹植における実践は,むしろ倫理的自律に近いものではないかと思われる｡また著者は,壬辰倭乱時の義
兵活動や李朝末期の民乱への南冥学の影響を論ずるが,これらについては,より具体的なデータによる立
証を要しよう｡
しかし以上の諸点は,本論文が,『南冥集』諸本の成立 ･刊行過程とそれをめぐる諸事情の考究を主軸
としているため,必然的に,この考究の成果を基礎とする次なる課題ときれざるを得なかったものでもあ
ろう｡著者の研究の今後の進展を期待する所以である｡
総じて本論文は,問題点をも含むが,その目的に即しつつ資料を博捜し綿密な考証を重ね,多くの事実
を発掘しまた独自の見解を提起した労作であり,博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められ
る｡1996年12月18日,調査委員3名が論文内容とそれに関連した事がらについて口頭試問を行った結果,
合格と認めた｡
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